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１．はじめに
本市では、人口減少、少子・超高齢社会の到来や地球規模での環境問題を始め、平成 17年度の近隣 6町

との合併など、社会情勢の大きな変化に適切に対応するべく、魅力と活力ある新たなまちづくりを進めるた
め、都市機能の集積と市街地の拡大抑制による「多核連携型コンパクト・エコシティ」の実現を目指している。
この実現のため、多様な交通手段が有機的に連携した交通体系を構築し、過度に自動車利用に依存した
現状から、公共交通機関利用への転換を進め、中心市街地の活性化や環境に配慮したコンパクトで持続可
能なまちづくりを具現化するとともに、郊外部における交通弱者の生活の足を確保することなどを目指した、
新たな「高松市総合都市交通計画」を平成22年11月に策定し、各種交通施策に取り組んでいるところである。

２．社会実験の必要性
前述の計画で規定する施
策の中には、その実施・運
用により将来の交通体系に
大きな社会的影響を与える
場合が想定されるものもあ
ることから、慎重に推進す
る必要がある。特に、初期
段階において、市民（利用
者）の意向に沿った計画内
容であるかを確認する必要
がある取組については、試
行的に実施することで、施
策の妥当性、実現性、課題
等を把握し、PDCA サイ
クルのもと、施策の評価を
行うことが重要であること
から、以下の図に示す社会
実験を踏まえた段階的な整
備が必要となる。

公共交通の利用促進を目的とした公共交通の利用促進を目的とした
バス運行社会実験についてバス運行社会実験について

高松市　市民政策局　コンパクト・エコシティ推進部　交通政策課
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３．バス運行社会実験の位置付け
本市の総合都市交通計画において、社会実験による検証が必要な施策を、次項のフロー図にて示す。

建設費

輸送力・輸送距離・速度

参考）交通手段の選定の考え方

参考：国土交通省ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ「都市ﾓﾉﾚｰﾙ・新交通ｼｽﾃﾑ」（平成13年4月）

資料：これからの都市交通（都市交通研究会著）

路面交通
システム

バス

都市モノレール・
新交通システム

鉄道・地下鉄

建設費

輸送力・輸送距離・速度

参考）交通手段の選定の考え方

参考：国土交通省ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ「都市ﾓﾉﾚｰﾙ・新交通ｼｽﾃﾑ」（平成13年4月）

資料：これからの都市交通（都市交通研究会著）

路面交通
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社会実験 実験後の展開 将来的な施策

都心地域

ちょいのりバ

スの部分導入

【南北交通軸の強化】

既存の琴電軌道を活

かした新交通システム

の導入

・複線化、新駅設置と

も

鉄道駅における P&R、

C&R等の導入

主要交通拠点間の結

節強化（高松駅周辺

等）

その他都心への自動

車の流入抑制施策

【まちなか・ちょい乗り】

まちなか回遊・新交通

システム網の完成

上記施策とセットとなっ

た都心地域への自動車

流入の抑制施策の検討

恒久化に向けた検討

（箇所拡大の検討）

実験後も試行・意向把握

を 繰り返し、検証して効

果の 高い施策を実現

フィードバック（PDCA）
社会実験を経た検証を行

い、将来の施策の方針を

検討するもの（交通手段

の選択等）

南北鉄道軸と郊外開

発地区（インテリジェ

ントパーク）等の連携

まちなか公共交通の

導入（循環バス、新交

通システム）

社会実験及びその後の施
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的検討に移るもの
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かした新交通システ

ムの導入
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主要拠点（交通結節

点）整備

主要交通拠点等間の
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る上り車線の交通規制
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鉄道駅における P&R、
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・利用の定着による
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を経て、

鉄軌道へ成長
バス＆レール
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へのニーズの確認

利用の条件（料金・時間帯等）

求める機能（シンボル性、分か

りやすさ、バリアフリー等）
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等
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新交通システム導入等を視野に入れた試行的実験として、このフロー図において基幹メニューとなる、
バス運行社会実験を平成 23 年度に実施した。23 年度の実験では、「都心地域ちょいのりバス」および「バ
ス＆レールライド」の 2つのルートを運行しており、それぞれの実施概要は下表のとおりである。

ルート 都心地域ちょいのりバス バス＆レールライド

位置付け 都心地域内での回遊環境の向上
都心地域への自動車流入抑制／公共交通不便地

域からの新たなルート開発

目 的

主要な鉄道駅、施設等を巡る、ちょいのり

バスを試験運行し、需要にあった運行形態

等を検討することにより、中心市街地の回

遊性向上、まちなかでの公共交通利便性の

向上を図る。

郊外の公共交通不便地域から都心へのルートを

開発し、都心地域への自動車流入を抑制する。

検証項目

・運行ルートの設定は妥当か

・望まれる運行条件は

どこを走らせたらいいのか

料金はどうか

運行間隔はどの程度必要か など

・都心のにぎわい創出に寄与しているか（商店

街歩行者の増加）

・運行ルート、電車との連携は妥当か

・望まれる運行条件は

料金はどうか

運行間隔はどの程度必要か

鉄道との乗り継ぎ など

・自動車からの利用転換につながっているか

調査方法

バス利用実績（運転手による利用状況記録、調査員乗車によるＯＤ調査等）やアンケート調査（郵送

による紙アンケートおよびＷｅｂアンケート）による。

期 間 平成２３年１０月１日～平成２４年３月３１日

運行業者 ことでんバス株式会社

調査業者 株式会社長大 高松支社

都心地域

鉄道専用シャトルバス自家用車

都心地域周辺部

及び郊外地域

Ｐ＆ＢＲ駐車場

P

４．詳細内容
今回実施したバス運行社会実験について、運行ルート、バス停留所設置箇所、運行時間、運行頻度、運
賃等の詳細な運行内容を、次項に示す。なお、実施期間途中において、中間調査結果に基づき、一部運行
内容を変更している。
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当初運行内容 
平成２３年１０月１日～平成２４年１月１３日 

変更後運行内容 
平成２４年１月１４日～平成２４年３月３１日 
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５．利用実績等
○　都心地域ちょいのりバス
利用者数の推移は下図グラフに示すとおり、ルート変更前が 180.7 人 / 日であり、運行時間 1時間を
延長したルート変更後は 192.9 人 / 日と、顕著な増加はみられなかった。
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休日 下り 上り 上下合計

ルート変更前 ルート変更後

無料期間

計 18,972 人

180.7人/日

計 6,585人

365.8人/日
計 11,652 人

192.9人/日

計 37,209 人 203.3 人/日

利用者数の推移〔都心地域ちょいのりバス〕

利用の理由として、「料金の安さ」、「バス停の近さ」、「徒歩や自転車より楽」が多く、1日あたりの
利用回数が 3回以上の方が変更前は 9％、変更後は 15％と一定程度存在し、また、仮にバスがなかった
場合の移動手段の割合として「徒歩」、「自転車」が約半数を占めていることからも、都心地域での「ちょ
いのり」を支え、回遊性向上に寄与していることがわかる。
改善項目として、運行頻度の増加や始発・終発時刻の拡大、車輌のバリアフリー化が多く挙げられ、
経費増に直結するサービスが望まれている一方で、現状の路線バスとの重複を指摘する意見もあること
から、既存バス路線を活用した効率的なルート再編を検討する余地がある。

○　バス＆レールライド
利用者数の推移は次頁グラフに示すとおり、ルート変更前の 145.0 人 / 日から変更後は 240.5 人 / 日
と 1日あたり 100 人程度増加する結果となった。これに加え、利用した理由として「バスルートができ
たから」が多く、利用者の約 4割が通勤・通学目的であることからも、定期路線としての定着が伺える。



6　　道路行政セミナー　2012.6

0

100

200

300

400

500

600
1
0/
1

1
0/
5

1
0/
9

1
0/
1
3

1
0/
1
7

1
0/
2
1

1
0/
2
5

1
0/
2
9

1
1/
2

1
1/
6

1
1/
1
0

1
1/
1
4

1
1/
1
8

1
1/
2
2

1
1/
2
6

1
1/
3
0

1
2/
4

1
2/
8

1
2/
1
2

1
2/
1
6

1
2/
2
0

1
2/
2
4

1
2/
2
8

1
/1

1
/5

1
/9

1
/1
3

1
/1
7

1
/2
1

1
/2
5

1
/2
9

2
/2

2
/6

2
/1
0

2
/1
4

2
/1
8

2
/2
2

2
/2
6

3
/1

3
/5

3
/9

3
/1
3

3
/1
7

3
/2
1

3
/2
5

3
/2
9

休日 下り 上り 上下計

ルート変更前 ルート変更後

無料期間

計 15,226 人

145.0人/日

計 6,890人

382.8人/日
計 14,790 人

240.5人/日

計 36,906 人 201.7 人/日

利用者数の推移〔バス＆レールライド〕

仮にバスがなかった場合の移動手段を利用目的別でみると、「業務」、「買い物・食事」、「通院」にお
いて自動車からの転換が目立っており、行動変化の内訳として「移動手段が公共交通に変わった」、「公
共交通の利用頻度が増えた」が約 6割を占めていることからも、公共交通への利用転換に効果を上げて
いるといえる。
利用者の満足度は「満足」、「やや満足」を合わせると 9割を超えており、一定のサービス水準として
評価されている。
バスに対するアクセス・イグレス交通を見ると、本来の目的である民鉄（琴電）と連携した端末交通
としての性質と同時に、地域のコミュニティバスとしての利用という多面的な利用がされている。

上記の結果は全て単純集計結果によるものであり、今後、詳細な分析を行う予定である。

６．今後に向けて
今回の実験では、各ルートとも本格運行に移行できるほどの利用は得ることができず、自動車依存傾向の
根強さ、公共交通利用への転換の難しさを痛感するところである。今後は、実施したバス運行社会実験のさ
らなる検証により、公共交通利用を促進する効果的な施策についての改善点を見出すとともに , 市民の公共
交通利用に対する意識の醸成を図るため、別途制定に向け取り組んでいる公共交通利用促進条例（仮称）と
合わせて、「人と環境にやさしく　快適で利用しやすい　公共交通体系の構築」を継続して進めていきたい。
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